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令和５年９月市議会 危機管理室議案等について 

１ 令和４年度北九州市一般会計決算のうち所管分 

（１） 危機管理室決算額

【歳入】                                           （単位  円） 

【歳出】                                            （単位  円） 

款項目 節 
予算現額 

調定額 収入済額 収入未済額 
当初予算額 補正予算額 計 

１８款 国庫支出金 

２項１１目 
１ 消防費補助金 10,258,000 ０ 10,258,000 3,984,825 3,984,825 ０ 

20 款 財産収入 

１項３目 
1 基金運用収入 62,000 ０ 62,000 15,243 15,243 ０ 

24 款 諸収入 

６項４目 

３ 総務管理費雑入 32,000,000 ０ 32,000,000 32,948,182 32,948,182 ０ 

３０ 消防費雑入 5,047,000 ０ 5,047,000 1,136,795 1,136,795 ０ 

合 計 47,367,000 ０ 47,367,000 38,085,045 38,085,045 ０ 

款項目 

予算現額 

支出済額（B） 
翌年度 

繰越額（C） 

不用額

（A-B-C） 当初予算額 補正予算額 

予備費支出 

及び 

流用増減 

計（A） 

３款 保健福祉費 

７項１目 災害救助費 
62,000 ０ ０ 62,000 15,243 ０ 46,757 

１２款 消防費 

１項５目 危機管理費 
136,442,000 ０ 1,500,000 137,942,000 １０８，９７７，８７０ ０ 28,964,130 

合 計 136,504,000 ０ 1,500,000 138,004,000 １０８，９９３，１１３ ０ 29,010,887 
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（２） 主要施策と主な事業

①防災対策強化経費             ６5,０００ 千円  

○ みんな dｅ Ｂｏｕｓａｉ まちづくり推進事業【5,１9１ 千円】 

災害から命を守りぬくために、自ら命を守る「自助」意識の醸成や、地域で助け

合う「共助」の風土づくりなどによる地域防災力の向上を目指して、地区防災計画

策定支援による地域の防災活動の活性化を図るとともに、地域防災の新たな担

い手の育成に取り組んだ。 

○ 大規模災害に備えた備蓄整備事業【２２,３１３ 千円】 

大規模災害に備えた非常用の食料及び飲料水などの備蓄物資を整備した。 

○ 個別避難計画作成促進事業【４,７３４ 千円】 

災害時における避難行動要支援者の円滑かつ迅速な避難を図るため、避難 

行動要支援者の状況等を把握している福祉専門職と連携し、避難支援等を実 

施するための個別避難計画の作成を促進する事業を実施した。 

○ 地域と連携した避難所開設・運営事業【5,７６5 千円】 

大雨や台風などによって災害が発生する恐れが高まり、予定避難所を開設 

する際に、避難所の開設と運営を地域と連携して行う事業を実施した。 

②防災訓練経費                  ８,２5０ 千円  

○ 防災訓練（市総合防災訓練、区防災訓練）【８,２5０ 千円】 

市総合防災訓練は、市内で大規模災害が発生した場合を想定し、救援物資の

搬入から集配センターでの荷捌き、避難所への配送までの一連の流れを想定した

訓練を実施した。 

区防災訓練では、区の地域特性に応じた防災訓練を実施し、地域住民の防災

意識の高揚と区における防災体制の充実を図った。 
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③ 防災通信体制経費              ２４,００9 千円  

○ 防災行政無線【１１,６４０ 千円】 

沿岸部の住民等に対して、津波に関する情報を迅速かつ効果的に伝達する手

段である防災スピーカーの適正な維持管理を行った。 

○ 北九州市総合防災情報システム運用及び保守【４,２６１ 千円】 

災害対策（警戒）本部において、迅速で的確な意思決定や応急対策を行うため、

気象情報や被災状況を効果的に収集・共有し、正確な情報発信を可能とするシ

ステムの運用を開始した。 

④ 被災地復興支援経費              ４,８７9 千円  

○ 被災地復興支援事業【４,８７9 千円】 

平成 28 年熊本地震及び令和 2 年 7 月豪雨の被災地への職員派遣など、被

災地のニーズに即した支援活動を実施した。 
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